
日本語 と韓国語の漢語動名詞の統語範疇をめ ぐって

亭 仁

1は じめに

漢字使用の背景 をもっている韓国人 日本語学習者や 日本人韓国語学習

者にとって,上 達 を促す利点の一つが漢語動詞の用法である。それは,

(1)(2)に 見 られるように,日 本語の 「漢語 スル」に相当する構造が韓国

語にも存在するからである。

(1)j.人 口 が.wi'。[辞](自 動 詞)

k.人 口(Rl子)フ ト1)増 加(Oノ ト)誹 可.

(2)j.悪 条 件 を克 腿L。[辞](他 動 詞)

k.悪 条 件(叫 溢 イi)O`1)克 服(号 昇)誹u}.

自動 詞の 「増加 スル」 に対 して韓国語で は 「増加 訂 叫 」が,他 動 詞 の

「克 服 す る」 に対 して は 「克服 糾叫 」 が対応 し,ス ルの 役 割 を 「苛 じト

hada」 が 担 っ て い る こ とが 分 か る。 しか も,両 語 に お け る この 「漢 語 ス

ル」 と 「{莫言吾 右ト司一」 の 対 応 は生 産 的,か つ 体 系 的 で あ る3}。 これ らの 漢

語 は形 態 上 で は名 詞 で あるが,統 語 上 で は動 詞 と しての機 能 を も持つ動名

詞(VerbalNoun)で あ る(以 下 で は,「 漢 語VNス ル」 を 「スル 形 」,

「漢語VN言 ト叫 」 を 「尋 叫 形」 と称 す る)。

とこ ろが,両 語 の この 漢語VNの 対 応 に は以 下 の よ うな不 一致 も見 ら

れる。

(3)J工 事 が完 工並 。[辞]

k.*工 事(若 λ})フ1心 烈 鼠 司uL



11K

k'工 事 フト 完 了 遡 叶.

(4)j.サ ー ビ ス が 徹 底 して い る。[辞]

k.*ゐ1司 ム ソト 徹 底(冠 刈)叫 ヱ/掛019λ 凱

k,刈N1ム ノト 幽.

(5)j.エ ン ジ ンが 故 障 す る 。[辞]

k.*唄 ぐ回 故 障(ヱ 書)さ トしL

k'酬 そ1。}故 障 しト叶.

(3)で は 「完 了」 とい うVNに 日本語 は能 動 形 の ス ルが 対応 してい るの

に対 して,韓 国 語 は受 動 形 と され る 「∫ド ト」 が対 応 して い る(以 下,

「漢語VNyl叶 」 を 「∫1叫 形 」 と称 す る)。(4)で は 「徹 底」 とい うVN

が 日本 語 で は動 詞 と しての 活 用 を してい るの に対 して,韓 国語 で は形 容

詞 と して の活 用 を している。 また,(5)で は 「故 障」 とい うVNが 日本語

で は スル形 に なれ るの に対 して,韓 国語 で は6ト 可 形 に なれ な いた め,「 故

障 しi・L'」とい う別 の述 語 が対 応 して い る。

この よ うに,両 語 の 漢語VNの 対 応 にお いて,(1)の よ うな 自動 詞 構 文

には主 に(3)(4)(5)に 見 られ る よ うな問 題 が跨 っ て い る。 また,(2)の よ

うな他 動 詞構 文 には,「 他 動形 と使 役 形」 の 対 応,と い った 問題 が 跨 って

い るA)。

動 詞 は名 詞 と違 っ て単 語 レベ ル だけで な く文 レベ ルでの誤用 に もな り

か ねる。 その ため,両 語 の 類 似 した仕 組 み の 適 用 または応 用か ら起 こ り

うる母語 干渉 を含め,誤 用 を 防 ぐた め には,ま ず は現 象 を把 握 す る必 要

が あ る と思 われ る。

本稿で は,語 数 の 多 い 二字 漢 語 を 中心 に両 語 の漢語VNの 対応 に見 ら

れ る幾 つ か の相 違,と りわ け,上 記 の(3)(4)(5)で 取 り上 げ た統 語 範疇 の

相 違 に焦 点 を当て,こ の 違 い が両 語 の ど うい う違 い と関連 してい るのか

を探 ってみ る。以下では,次 の よ うに考 察 を行 う。

第2節 で は,「 能 動形 と受 動 形 の対 応」 を取 り上 げ,相 違 の原 因 を探 る・

第3節 で は,「 動 詞 と形容 詞 の対 応 」 を取 り上 げ,相 違の 原 因 を探 る・

第4節 で は,「 動 名詞 と名詞 の 対 応」 を取 り上 げ,相 違 の原 因 を探 る。

第5節 で は,今 まで の考 察 を ま とめ る。
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2能 動 形 と受 動 形 の対 応

(3)で 示 した よ う に,日 本 語 の 「完 了 す る」 に対 応 す る韓 国語 は 「完

了 尋叫 」で はな く 「完 了 男 叫 」 であ る。 この違い は,両 語 の 漢 語VN

の 対応 にお い て最 も顕著 に見 られ る現象であ り,両 語 の学 習者 を最 も悩 ませ

て い る問題 で もあ る。そ のため,日 韓 対 照 研 究 の 大 き な テ ーマ の 一つ に

なっている。 日本 では この不 一致 を中心 に生越(1982,2001a,2001b) ,

辛(1993),鷲 尾(1998)な どが 出 され て い る。

実 例 を も う少 し見てみ よう。

(6)a.k,1941ア}初 葉 印度 ・欧羅 巴 語族 。1確 立 ξ}判 三 系統的 分類

作 業 。1司 司 大陸1'大 洋 到 語族 州1盤 ⊥.[国 語 史]

j.十 九 世 紀 初 葉 イ ン ド ・ヨー ロ ッパ語 族 が確 立 した後,系 統

的 分類 作 業 が諸 大 陸 と諸 大 洋に雌 。[日 本 語 訳版]

b.k.日 本 北 部 。1囚 スi骨宴 四 到 消 滅 烈 。}司午 語!_系 統 上

孤 立』≦丘 望 舜.[国 語 史]

j・ 日本 北 部 で 現在 は殆 ど消 滅 した ア イヌ語 は系統 上孤立ユー二

いる。[日 本語 訳 版]

c.j.そ の謎 解 きが完 趾 た と きの 喜 び は,韓 くに言 葉 を習 っ た

人 に と って至福 といえよ う。[は じめ て]

k.ユ 千 争1レ ノ1箭 ソレ}古'蛋91与 哺9111!_ _…(省 田各)

(6)の 「波 及 す る 」 「孤 立 す る 」 「完 成 す る」 に 「波 及 遡 叶 」 「孤

立 日 叶 」 「完 成 ∫M・ 」 が 対 応 して い る 。 ス ル に 対 応 して い る この

「∫1しト」 は主 に能 動 形 の 「叫 じト」 のペ ア と して,(7)に 見 られ る よ うに

受 身 文 の 派生 に使 われ る 「受身接辞」5}であ る。

(7)a.k.ユ"1碑olス1蛙 一・世 紀 号gl。1司 仮 説 。】 日 己∫19焦1喫

。1じト.[国 語 史]

j.そ こ で 過 去 一 世 紀 間 数 多 くの 仮 説 が鯉 の で あ る 。

b.j.彼 ら の 兵 士 は 徹 底 的 に 訓 糸 る が,し か し ま た 反 抗 的 で

あ る 。[菊]

k.ユ{汐1兵 士1_徹 底 司 訓 練 ∫図 骨 ヨ=弔 反 抗 的 。回 ・.[-r_i!]

C.j.し か しそ れ は 敗 北 の 言 い 逃 れ と して 捏 造 並 た も の で は な
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い。[菊]

k.ユ 酢}ユ 奨。1敗 北4い 甥 皇粥i逞 藍 歩壌 ζ観 。国[L[三 ÷]

⑦ の 判 叫 形 に対応 して い る の は(6)と 違 っ て スル 形 で は な く,受 身

形 の サ レル で あ る 。

こ こ ま で 見 て き た ス ル 形,苛 じ1・形,

よ う に な る 。

到可 形の対応 を纏めると,(8)の

(8)ス ル形,苛 叫形,刻 叫形の対応関係

漢語VNス ル ⇔ ① 漢語VN言 ト4

⇔ ② 漢語VN∫1じ ト ⇔ ③ 漢語VNサ レル

さて,こ の ような相違 は,一 体両 語 の どの ような相違 か ら生 じたのだろう。

両語 におけ るこの よ うな相違 に初め て注 目 したの は生越(1982)で あ

る。 生 越(1982)で は① と② の対 応 につ い て,韓 国語 の 「言ト[ト・∫1叶 」

形 の 区別 は 主語 が そ の 「動 作 の動作主」 であ るか否 かに よる もの と述べ

てい る。 この指摘 の妥 当性 は(9)で 確 認 で きる。

(9)j.彼 は どん な苦 しい時 で も挫 匹 なか った。(生 越:1982(8))

k.ユ 祥 計喜O一 困境 司 刈 鰍司 三 幽 蕗 蝕rL

また,(10)の 「緊張 δトじ月 が 糾 叫 形 にな っているの も主語が 「動作主」

であるか らだ と捉 えられてい る。

(10)j.聴 衆 は,緊張L◎ 寅説 を聞 い た 。(生 越1982(9))

k.聴 衆 名 緊 張 叫 α1/?到 司 演 説4';筆 鰍 叫.

だが,「 緊張す る」 に対 して 苛吋形が 自然 なのは,主 節 の意志動詞

「筆uト」 との関係 も考えられる。複合動詞の語構成 などによく見 られる

現象であるが,基 本的に同 じ語彙概念 を持つ述語同士が結合または共起

するからである。無意志述語 「亘魚 斗」が共起 している(11)の 例を見る

と,そ の違いがはっきり現われる。
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(11)k.薯 号21ネ 申糸至ol劉o1ロ ト司1杢iろト合rF}ol.亙{さ じレ.[・範]

j.全 身 の 神 経 が皇塑L工 額 か ら冷 や 汗 が」出」亙 。

また(12)の よ うに連 体節 に変 え る と,「 δト目 ・馴 叶 」 形 の 選択 は変 わ

って くる。

(12)k.聴 衆 薯?緊 張 耐/≒1雰 囲気4}。11刈 演 説 書 箭9λじ1・.

j.聴 衆 は呈聾Lた 雰 囲気 の 中 で演 説 を聞 い た。

これは,赫 叫 形 の選 択 に は 「動 作 主 」 といった主語の意味役割 だけで

な く,構 文 的 条件 も関 わ って い る こ とを意味す る。

辛(1993)で も指 摘 され た こ とだが,主 格 に立 つ 名 詞 が動 作 主 で な くて

も 糾じ}・形 が使 わ れる例 は多 く見 られ る。(13)(14)の ような例 を見 てみ よ う。

(13)k.

.1・

{14}k.

.

・J

昔。1液体 州刈 気体 鼠 変鯉 』

水が液体から気体に変止勉 。

朴♀ 工場 司 大企業且ヱ 鋤 ⊥

小さい工場が大企業に発展並 。

(辛1993(10))

(辛1993(11))

(13)(14)の 主語 「水 」 「小 さい工場 」 は非 情物 であ り,動 作 主 には なれ

ない 。辛(1993)は これ ら につ い て主 格 の 「意 図性 」 と 「非 意図性」お よ

び 「自動詞構 文」 と 「自発 構文」 とい うペ アの概念 を用 いて説 明 を試み

ている。 しか し,「 蒸 発 司・叫(蒸 発 ス ル)」,「 誕 生 碍 可(誕 生 スル)」 に見

られ る 右ト切・形 を 「意 図 性 」 で 説明 す る こ とに は納 得 が い か ない 。辛

(1993)の この よ うな観点 は,生 越(1982)と そ れ ほ ど違 わ ない。 「動作 主」(i)

とい う 「意味 役 割」 を支 え る意味 特徴 が 「意図性」であるためである。結

局,「 動作 主」 をそ れの包 含概 念 であ る 「意 図性」 にす り替 えて説明 した こ

とである。

生越(1982,2001a,2001b),辛(1993)な どで,主 語 の 漢 語VNが 表

わす 事 態 へ の 関 わ り方 に よっ て,両 語 の 漢 語VNの 対 応 に 見 られ る相 違

の 一端 が 明 らか になった と思 われるが ,な ぜ(8)の よ うな対 応 関係 が 成 り

立 つ か,と い う問題 は依 然 と して残 って いる。
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そ もそ も漢語動詞が複合動詞であることを考 えると,前 項 を成す漢語

VNの 意味特徴 も構文 と関係があるが,後 項 を成す接辞スルと 「言ト叫 」

「∫1じ1」の特徴 も構文 と関係があるのではなかろうか。以下では,両 語

の接辞スル と 「さト[ト」「馴叫 」の意味特徴を(8)の 対応関係の第一次的

要因として取 り上げたい。

2-1接 辞 が有 す る意味 特 徴

2-1-1「 非 能格 性 」 と 「非 対 格性 」

最 近 の研 究で は,自 動 詞 を意味 的 観 点 か ら2種 類 に大 別 して い る。 意

図 的 に 動 作 を行 う動 作 主(agent)を 主 語 に 取 る 「非 能 格 自 動 詞 」

(unergativeverbs)と 意 図 を持 たず 受 動 的 に事 象 にか かわ る対象(theme)

を主 語 に取 る 「非 対 格 自動 詞」(unaccusativeverbs)が それ で あ る7)。 よ

っ て,(15)の 動 詞 が表 わす 文 の 主語 の意味 役 割 は 「動作主」,(16)は 「対

象」 にな る。

(15)非 能 格 自 動 詞

遊 ぶ,歩 く,走 る,降 りる,泳 ぐ,叫 ぶ,喚 く,帰 る

(16)非 対 格 自 動 詞 呂)

開 く,空 く,開 く,沸 く,燃 え る,沈 む,落 ち る,崩 れ る

このように,同 じ自動詞で もそれが表わす事態に主語が どう関わるか

によって違いがある。これは従来 ヲ格標示の名詞句 との共起関係 を以て

自動詞 と他動詞 に分けた形態統語的分類 より進んだ意味統語的分類 とい

えよう。 また 「非能格 自動詞」 と同 じ意味特徴 を有する他動詞を含めて

「非能格動詞」,反 対概念 として 「非対格動詞」がある。以下では,(15)

の ような非能格動詞が有する意味特徴 を 「非能格性」,(16)の ような非対

格動詞が有する意味特徴を 「非対格性」 と呼ぼう。

また,文 脈によっては(17)の ように両方の性格を見せる動詞もある。

(17)a.母 は デパ ー トへ 買 い物 に丘 二2ヱニ。(非 能格 性)[用 法]

b.計 画が う ま くい っ た。(非 対格 性)[用 法]
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2-1-2ス ルが有する 「非対格性」と 「非能格性」

上で動詞はそれぞれが持つ意味特徴 によって 「非能格動詞」 と 「非対

格動詞」に分 けられることを見た。以下ではそれに従い,複 合動詞の漢

語VNス ルにおいて後項 をなす接辞スルの本動詞 としての意味特徴 を見

てみ よう。

(18)a.
b.

C.

d.

物音が並 。[用 法]

寒気が並 。[用 法]

変な味がL。[辞]

頭痛が■」亙。[辞]

(18)の 例 か ら分 か る よ う に,本 動 詞 ス ル は 「物 音 」 「寒 気 」 「変 な味」

「頭痛」 な ど非情物 を主語 に取 ることが で きる。 これ らの主語 はスル とい

う動作 の主体,す な わ ち 「動 作 主 」 で は な い!})。言 い 換 え れ ば ,ス ル は

「非 対 格 性」 を持 って い る ことである。

またスル には(19)の よ うな用 法 も見 られ る。

(19)a.先 生 は科 学 の 実験 を」丞 。[用 法]

b.1滋 は重 要 な会議 を した 。[用 法]

c.父 は毎 朝 散 歩 をコー 。

(19)の 主 語 「先 生 」 「彼 ら」 「父 」 は 自ら意志 を持 って動作 を行 う動作

主であ る。 つ ま り,ス ルは 「非 能格 性 」 も有 して い るのである。

「スル」 が この ように 「非対格性」 も 「非能格性」 も有 している ことが

(20)(21)(22)の よ うな 「自他 両 用動 詞」 を成 り立 たせ ている と思 われる111)。

この 場 合,韓 国語 は,他 動 詞 は 「dド レ」 が ,自 動 詞 は 「珊 可 」 が 対 応

す る。

(20)制 限 を塾 。[辞]

寒 さが1T.。[辞]

(21)彼 女 は長 年 の夢 をiJ。[用 法 コ

希 望 が謎 。[辞]

制 限 夢 緩 和 司・じL

阜 珊 叫 緩 和 羽 じ1・.

ユ し・t_皇 州 イ÷金 実 現 製 吐

希 望 。i実 現 到 叫.
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(22)作 文をようや く完弛 。[用 法ユ

作品が遮 。[用 法]

作文 金 完成 鰍峨

作 品 。i完 成 罰 目・.

さらに,(23ab)の 非 対 格 自動 詞 構 文 と 「二受 身構 文」,(24ab)の 非 対 格

自動 詞 構 文 と 「ニ ヨ ッテ受 身構文」 が構造 的 に平行 してい るこ ともスル

の この よ うな性 格 と関係 があ る と思 われ る。 この場 合 も,韓 国語 は受 身

形 が対 応 してい る。

(23)a.j.コ ーレラ に 感 染 す る。[辞]

k. 一若魂 丹oU感 染 到 可.

b.j.緑 石 は 、・・に て奇 妙 な白濁色 に変色 し[ノ ル ウェ イ]

k緑 石b;_墨 亙立2止 刈 疑司 田…

(24)a.j.首 脳 会談 に よ り和 平 交 渉 は大 幅 に進展⊥盗 。[上 級動 詞]

k.首 脳 会談dl91胡 平和 交 渉Uユ 刈 進展 遡 瓠 叶.

b.j.母 は血 筋 を重 ん じる韓 国社 会 で,親 戚 の 手 に よ り殺 され た・

[オ リー ブ]

k.01司Ll帯 墾苦 暑 苦 λ移 獄㌃韓国社会 州 刈 親戚 到 誇司9同

殺 害U/・/,.

こ こ まで の 考 察 か ら,漢 語 動 詞 の後 項 を なす ス ル は非 能格性 も非対格

性 も有 してい る ことが分か った。 これ に対 して,「 訂 叫 」 は ど うで あ ろ

う。

2-1-3「'δ 国 ・」 が有 す る 「非 能 格性 」

こ こか らは,漢 語VNス ル に対 応 す る漢 語VN糾 叫 にお いて 後項 を

なす 接 辞 δ回 の本動詞 としての意味特徴 を見てみ よう。(18)の スル の用

法 と比 較 す る と(25)の よ うに なる。

X25-18}a.j.
k.

b.j.

k.

c・..a

k.

物 音 がyrd。[用 法]

i__t=レ ト しドL/*右 トしト

寒 気 が 並 。[用 法]

寒 気 アト 管 可./*言 ト聾

変 な 味 が 並 。[辞]

01 1?1㌧}olし トtレ./*右 ト1ニト
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d.j.頭 痛 が 旦 。[辞]

k.「}1司7トo書 ・三三1二L/*古 トu}

いずれ も 古}[トは対 応 で きない こ とが 分 か る 。 『現 代韓国語動詞構文辞

典』 に載 っている本動詞 「古ドト」か らも非情物主語 の 自動詞文 は見当た

らなか った。 さらに,『 延 世 韓 国 語 辞 典 』 に載 っ て い る本 動詞 「苛叫 」

か ら も非情物主語の 自動詞文 は見 当た らなか った。 これは,苛 叫 が スル

と違 って 「非 対 格 性 」 を有 していないことを表わす。

「さトしト」の用法 は(26)に 見 られ る よ うに,「 先 生 ヤ1」「ユ 景 」 「。囲 スU

の よ うな有 情 物 を主 語 に取 る構 文 に限 る と思 われる。(19)で 取 り上 げ た

「非能 格性」 の スル の構文 を用いて確認 してみ よう。

(26=19)a.}先 生 は科 学 の 実 験 を⊥よ 。

k.先 生 ヨ 薯 科 学 実 験 舎 塑 ま.

b.j.彼 ら は重 要 な 会 議 を した 。

k.ユ 筆 名 重 要o-,_会 議 罷 一一e1L..

c.J.父 は毎 朝 散 歩 をコニゑ 。

k.。 ト司 スi"喉1。}室}散 歩 砦 血.

い ず れ も スル と 「言回 」 が 対 応 して い る こ とが 分 か る。 これ は

「君ド ト」が スルと同様 「非 能格性」 を有 しているこ とを意味す る。

ここ までの考察か ら,非 情物 主語 と共起 で きるか ど うかが両語の漢語動

詞における 「自動形 と受動形」の選択 の相異を もた らしていると思われる。

(3)と(7)で 取 り上 げ た スル構文 は,「 工事 」 「系 統 的分 類 作業」 「イン ド・

ヨーロ ッパ語族」 「ア イヌ語」 とい った非情物主語の 「非対格構文」であ

るため,非 能格性 を有 して い る 「訂 叫 」 は対応で きなかったと思われる。

次 は,こ の よ うな非 対 格 性 の スル に対 応 している 「瑠[レ 」 の 意 味 特徴

を見 て み よ う。

2-1・4「 罰rト 」 が 有 す る 「非 対 格 性 」

まず,「 ∫1し1一」 の 幾 つ か の 用 例 を 見 て み よ う。
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(27)a.k.」11」 財1ス1フ}旦 旦.[東 亜]

j.無 法 地 帯 と 蛭 。

b.k.of。1刈1司 ヱ 呂 叫.[東 亜 ユ

j.こ と カ§う ま く1i≦_。

c.k.Iiit!。1堪 叫.[東 亜]

j.春 に な る 。

(27)か ら分 か る よ うに,「L}・ 」 は ス ル と同 じ く非 情 物 主語 と共起 で

きる。 これは,言 い換 えれ ば主 語 の意 味 役 割 は 「対象」 であ り,「 幻 可 」

は 「非 対 格 性 」 を有 して いる ことであ る。「∫回 一」 は有情物主語 とも共

起可能 だが,(28)の よ うに項 構 造 が 変 わ る。 つ ま り,主 語 だ けで な く変

化 した結 果 を表 わす もう一つの名詞句が必 要である。

(28)a.k,ユ ソト朔 」1}噌。1∫19実d-.[東 亜]

j.彼 が 大 統 領 に蝕 左 。

b.k.望 奇 司 フい{レ8一 司 ヨ9短1窯.[東 亜 ユ

j.英 淑 が 班 長 に一 。

(27)の よ う に 「刻 叶 」 に関 わ る名 詞 句 が 一つ(1項 構 文)で あ れ ・

(28)の よ うに二 つ(2項 構 文 〉 で あ れ,「 刻 叫 」 構 文 の 主語 が 「動 作 主 」'

で な い こ と に は変 わ りが な い 。 「∫叫 」 は 日本語 のナ ル と同様,結 果 状

態 を表 わす 典 型 的 な非 対 格動詞 であ る。

ここまでの考察 を纏め る と,(29)の よ うにな る。

(29)接 辞の意味特徴

接辞

スル

司一しト

刻 叶

意味特徴

[非 能格 性]

[非 対格 性]

[1非倉旨亦各'f生]

[…非女寸季各¶生ユ

また,漢 語VNの 意味 特 徴 と接 辞 の選 択 との関係 は(30)の よ うに なる・
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(30)漢 語VNの 意味特徴 と接辞の選択

[非対格性]の 漢語VN

[非能格性]の 漢語VN

日本語

[非対格性]の スル

[非能格性]の スル

韓 国 語

舅 しト

司一じト

こ こ まで の 考 察 か ら,日 本 語 の ス ル 形 に 対 応 す る 韓 国 語 の 司叫 形

と ∫1叫 形 の 選択 に は接 辞 ス ル と 「。国 」 「∫1しト」 の本 動 詞 と して の 意

味 特 徴 が大 きく関与 している ことが分 かった。両語 の この違いが(8)に 見

られ る対 応 関係 の 相 違 を もた らした第一次的要因である と思 われる。

しか し,(13)(14)の よ うに漢 語VNが 非対 格 性 なの に,非 能 格性 の接

辞 「-δトuト」 を取 る問題 は まだ解 明 され てい ない。漢語が 日本語 や韓国語

と違 って表 意文字で ある こ とを考 える と,VNを な して い る二 字 漢 語 そ

れ ぞ れ の 語彙 的要素 も大 き く関わ っているこ とは言 うまで もない。 また,

(10)(11)(12)に 見 られ る よ うに,主 節 に現 れ るの か,連 体 節 に現 れ るの

か,非 能 格 動 詞 が 主 節 にあ る従 属 節 に現れ るか,(13)(14)に 見 られ る よ

うに二 格 名詞 句 が 共 起 す るか どうか など,構 文 的条 件 も関 わ っ て い るの

で,稿 を改 め て詳 し く取 り上 げ た い。

3動 詞 と形容詞の対応

「能動形 と受動形」の対応に比べると,数 の上で も少ないため目立たな

い現象ではあるが,同 じ漢語なのに両語において品詞が異 なる場合があ

る。(4)に 取 り上げたように,日 本語では動詞 としての用法を持つが,韓

国語では形容詞 としての用法 を持つ漢語がある。 もう少 し,実 例 を見て

みよう。

(31)a.j.サ ー ビ ス が 徹 底 ⊥皿 。[辞](=4)

k.*小1し ム ノト 徹 底(釜 対)苛 ヱ/碑 。1飢 じL

k,.ゐレ」1五叫 徹 底 苛 「し

b.j.f面'1各 力§一 。[辞]

k.*価 格(フ 団)司 一 定(91r謹)訂 ヱ/δ 回 望uL

k'.価 格 。1一 定a}しL

c.j.食 糧 が 不 足 して い る[用 法]

k.*食 糧(d磐)。1不 足(jLそ.1'層)叫 ヱ/苛 司 望 じL
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k'.食 糧 。1・ 足 叫 吐

(32)a.j.我 々 に不 足 して い る もの は 何 か[準2級]

k.*♀ 司 昔 州 刈 不 足(tL子.1¶1〉 叫 ヱ 鰍 セ 唄 薯 」1し吸R1フ ト?

k'.♀ 司 筆ol1川 不 足 赴 唄薯 早 唄Rレ ト?

b.j.ま す ま す凪 瓦LるL情 報 産 業[辞]

k.*祁 祁 肥 大(睡i囲)苛 セ 情 報 産 業

k'.碧 碧 肥 大 司1刈 ゼ 情 報 産 業

(33)j.僕 が雌.と ア イ ロ ンか け を す る とい うこ とを …[ね じユ

k.*し1レ ト 混 乱 古ト竃dし ト司 司 裡 金 赴 叫 斗}喫 豊

k・.司 アト 混 乱 ム 司 剣 スいd叫eいq裡 金 喬}叶 モ 礎 舎 …

(31)は 主 節 に見 られ る不 一 致,(32)は 連 体 節 に 見 られ る不 一 致,(33)

は従 属 節 に見 られ る 不 一 致 で あ る 。 まず,(31)を 見 る と,「 徹 底 す る」

「一 定 す る」 「不 足 す る」 は動 詞で あるため,「 徹 底 して い る」 「一 定 して

い る」 「不足 してい る」の進行形 が取 れる。 しか し,韓 国語 で は形容 詞 で

あ るた め,進 行 形 を取 る こ とが で きな い。 そのため,基 本 形 が対 応 して

い る。

また,(32)の 「肥 大 す る」 も 「不 足 す る」 と同様動 詞であ るの に対 し

て,韓 国語 の 「肥 大 言ド ト」 は形 容 詞であ るため,そ の ま まで は対 応 で き

ず,形 容 詞 を 動 詞 に 転 成 す る 補 助 動 詞 「一ス1叫 」 と結 合 して 「肥

大 司図 叫 」 の 動詞形 で対応 している。

さらに,(33)の 「混 乱 サ る」 も動 詞 で あ るの に対 して,韓 国 語 の 「混

乱 言ト叫/!=弔rl・ 」 は形 容 詞 で あ る ため,同 じく補 助 動 詞 「一ス国 ・」 と結

合 して 「混乱 五 司♀1刈uト」 の 動詞 形 となって 対 応 してい る。

両語 の この ような違いか ら起 因す る と思 われ るが,20年 以 上 の 韓 国語

学 習 歴 を持 って い る 日本語 ネーテ ィブスピーカーか らも(34k)(35k)の よ

うな誤 用 を耳 に した こ とが あ る。

(34)k*条 件(王 そ1)。1一 定(r}碧)糾 ユ 戴 しL

j.条 件 が 一 定 して い る 。

k'.条 件 。1=鯉 ユ

j'.*条 件 が=置 。

(35)k*人 材(Rレ}D'1不 足(芋 尋)苛 ヱ 飢 じL
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j.人 材 が 不 足 して い る。

k'.人 材(望 ス}Dフ トi避 ㌔

j'.*人 材 がzE足 だ 。

この ような母語干 渉 を防 ぐため に,ま た混 乱 を来 た さない た め に両 語

の 学習者 に(36)の よ う に品詞 の 不 一 致 を見せ て い る語彙 リス トを提 示す

るの も一つの方法 であろ う。

(36)傑 出す る,卓 越 す る,団 樂 す る,透 徹 す る,適 合す る,混 迷 す る,

乱暴 す る,不 足 す る,満 足 す る,充 満 す る,和 睦 す る,奔 走 す る,

密 集 す る,密 接 す る,謙 遜 す る,切 迫 す る,貧 乏 す る,充 血 す る,

肥 大す る,類 似 す る,乾 燥 す る,混 雑 す る,充 実 す る,散 乱 す る,

近似 す るs優 越 す る,…

こ れ らの例 とは反 対 の,韓 国語 で 漢 語 動 詞 で あ るの に,日 本 語 で 形容

動 詞 の例 は今 の ところ見当た らない。

両語 には さらに(37)の よ うな機 能上 の 違 い も見 られ る。

(37)a.ま だ:.J_:.足を言 う。[辞]

b.趣 旨 の徹 底 を 欠 く。[辞]

c.孟L暴 を働 く。[辞]

d.楽 しい団 聖 一 時 を過 ごす 。[辞]

(37)に 見 られ る よ うに,日 本 語 の 「不足 」 「徹 底 」 「乱暴」 「団樂」 は名

詞 と しての機能 も持 ってい る。 しか し,韓 国語 の 中で の 「不 足(」1L手)」

「徹 底(璽 刈)」 「乱暴(壁 筈)」 「団樂(壁 弔)」 と して は非 文 法 的 で あ

る】2)。なぜ な ら,上 記 で考 察 した よ うに,こ れ らは漢語動 詞 で はな く,漢 語

形容 詞 であ る。 漢語形 容詞 の場 合,漢 語 語幹 だ けが 分離 し,自 立 語 と して機

能す る こ とはで きない。 日本語 のよ うに文法的になるため には,す な わ ち

名 詞形 と して の働 き をす るため にはs「 不足 糾 叶 」 は,語 幹 「不 足 糾 一」

に転 成 名詞 語 尾 の 「ロ 」 を付加 して 「不足 弔」 に,「 徹 底 」 は 「徹 底 融」

にな らなけ ればならない。「乱暴 蚤 」 「団樂 斎}一」 も同 じで あ る。

両 語 の この 違 いは,以 下 で 見 る よ うに漢 語VNが 表 わす事 態 を 「動作 」
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を中心 に捉 えるか,「 状 態 」 を 中心 に捉 え るか にあ る。 また,両 語 の 活用

の 形態 も関 係 が あ る と思 われる。

3-1「 動作 」 か 「状態 」 か

3-1-1動 詞 と形 容 詞

まず,上 位 カテ ゴ リー は 同 じ く 「用 言 」で ある動詞 と形容 詞の違い を

それぞれ の辞書的説 明か ら見てみ よう。(38)が 動 詞 の説 明 で あ り,(39)

が形 容 詞 の説 明 で あ る。

(38)語 の表わす内容が時間の経過 とともに変化する(動 く)の で動詞

の名称が与 えられる。同 じ用言に属する形容詞の表わす内容が状

態 という持続的内容 を持つのに対する動詞の特徴である。動詞の

表わす内容は,動 作 ・作用 ・存在である。[日本語文法大辞典:520]

(39)事 物が どういう状態 にあるかを表わ して述語 とな り,動 詞 ・形容

動詞 とともに用言の一つであるが,動 詞の表わす動作 ・作用 とい

った時間の経過 に伴 う変化が意識 されない。事物の状態を持続的

なこととして捉えて表わす所に 「形容詞」の特徴がある。[日 本語

文法大辞典:227]

この説 明の よ うに,動 詞 と形 容 詞 の 違 い は 「動 作 ・作 用 ・存在」 と

「状態」 とい うふ うに明 らか であ る。 しか し,「 あ る」 「要 る」 「で き る」

の よ うに,語 彙 的意 味 に よ っ て は 「状 態 性 」 を帯 びて いる動詞 もあ る。

これが寺村(1982:62)で 言 って い る 「品詞 間の連 続1生」 で あ ろ う。

3-2韓 国語 の動 詞 と形 容 詞

3-2-1形 態

韓 国語 の場 合,漢 語 動 詞 も漢語 形 容 詞 も(40)の よ うに δト叫 形 と共 起

す る た め,そ の派 生 が 日本 語 よ り連 続 的 で ある。同 じ δトじ1形に な るため,

漢 語 が 帯 び て い る属性 の 違 い一 動作性 と状 態性一 による派生 が スムー ズ

に行 われ る。 日本語 の 「スル」 と形容動 詞の 「ダ」 との隔 た りに比べ る

と大 きな違いである。
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(40)韓 国語 と日本語の漢語用言の派生

韓国語

日本語

動作性の漢語

状態性の漢語

動作性の漢語

状態性の漢語

孚莫言吾+さ ト1二1-

1莫言吾+右 トじ}一

漢 語+ス ル

漢 語+ダ

例)運 動 δトじト

例)健 康 誹 じ1・

例)運 動並

例 〉健 康ヱ

日本語 も韓国語 も同 じく漢字をその言語体系の中に取 り入れたが,(40)

に見 られるように,韓 国語は動詞に便乗 した活用を,日 本語は名詞に便

乗 した活用をしていることが分かる。

3-2-2活 用 形 と品詞 の判 別

韓 国語 の 漢 語 動 詞 と漢語形容 詞 は基本形 が同形で あるため,形 態 的 に

は 区別 が つ か ない。 そ の ため,(36)に 提 示 した ス ル形 に全部 δ国 一形 が対

応 す る。 ただ し,活 用 形 に違 い が あ る こ と を手 が か りに,す な わ ち形 容

詞 は 「動 作 性 」 を帯 びな いため,(41)の よ う に現 在 連 体 形 の 「a}i」

「叫ヱ 望 七 」,ま た は現 在 終 止 形 の 「醒 可 」 「尋ヱ 望叫 」 が取 れ るか

否かで品詞判断 をす る。 これは,日 本 語 の 動詞 と形容 詞 が 形態 的 にはっき

りしているの とは対照的であるが,ナ 活用 形 を以 て 「形 容 動 詞」 と 「名詞」

を区別するの とは似通 っている。

(41)韓 国語の漢語動詞 と漢語形容詞の区分

基本形

例

漢 語 動 詞

1莫言吾U}・t`{一

運 動o}-C}一

現在連体形 運動 さトセ

現在連体形

過去連体形

現在終止形

現在終止形

運動 言トヱ 望セ

漢語形容詞

1莫言吾言トしト

健 康 苛 可

*健康 尋七

健康 赴

*健康 δトヱ 望モ

運動 支}*

運 動 購 じト*健 康 耀 叫

運 動O`一ヱ 戯 可*健 康 尋ヱ 瓠 叫

(41)に 見 られ る よ うに,形 容 詞 の現 在 連 体 形 「健 康 一壁 」が動詞の過去
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連体形 「運動一剋」 と同形である。過去形を用いて現在の状態を表わすこ

とは,動 詞 と形容詞が派生において隣接 していることと関係があると思

われる。 この興味深い現象は次に取 り上げる日本語にも見られる。

3-3日 本 語 の漢 語VNの 「状 態 性 」

漢 語 の 中 には 「動 作 性 」 の属性が強 い語 と 「状 態性」 の属性 が強 い語

が あ る。前 者 は 「動詞」 に,後 者 は 「形 容 詞 」 に な る。 しか しなが ら,

一 方 に属 して は い る もの の
,マ ー ジナ ル な性 格 を持 つ語 もあ る。統語範

躊 において,韓 国 語 で は形 容 詞 なの に 日本 語 で は動詞 と分類 され る(36)

の よ うな語 の 中か ら,他 の 漢 語VNと 違 う振 る舞 い が 見 られ る。

3-3-1連 体 形

連 体 形 の場 合,(42)(43)の よ うに,常 に過去 形 で 用 い られ る。

X42}a.
b.

C.

X43}a.
b.

C.

徹底⊥乙た平和主義者[辞]

皇越⊥ムた力を示す。[辞]

盤 力量を示す。[辞]

塁鑑 た情勢[辞]

趣 日々を過ごす。[辞]

その想念が,切 巫 私の心情 と同様に,切 迫 したこの京

の歴史の艀割れをも,隠 蔽で きるとで も思 ったというのか。

[は じめて]

(42)の 場合は主語の 「状態」 より 「属性」に近い。漢語VNの このよ

うな特徴 は,前 節で取 り上げた韓国語の漢語形容詞が動詞の過去形 と同

じ形態 を用いて現在 を表わ していることと類似 している。 日本語 と韓国

語の形容詞が ヨーロッパ言語 と違って時制を伴っていることは大 きな特

徴であるように思われる。

3-3-2終 止 形

終 止 形 の 場 合,(44)の よ う に,「 一て い る」 で 用 い ら れ る こ とが 多 い 。 こ

れ に よ っ て 動 作 で は な く,状 態 を 表 わ して い る の で あ ろ う。
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(44)a神 経 が ひ ど く衰弱 して い る。[辞]

b.価 格 が 一 定 して い る。[辞]

c.頭 の 中が 混 乱 して い る。[辞]

ここまでの考察から,日 本語の中で一部の漢語VNは 動詞に分類 され

て も,韓 国語で見たような形容詞的要素 もあって,振 る舞いに違いがあ

ることが分かった。この点 については韓国語 と合わせて考察す る必要が

あると思われる。

以上で,同 じ漢字なのに日本語では 「動詞」s韓 国語では 「形容詞」 に

分類 される語 を取 り上げ,用 法上の違いを見て きた。両語のこの違いは,

漢語が表わす事態を 「動作」 として捉 えるか,「 状態」 として捉 えるかに

よるものではあるが,漢 語VNが 持つ意味特徴 も関与 していることが確

認できたと思われる。 また,こ れらは第2節 で取 り上げた 「能動形と受

動形」の対応 より顕著な現象ではないが,用 言の活用の仕組み と深 く関

わっていて,両 語の特質を表わす重要な現象であると思われる。

4動 名 詞 と名詞 の 対応

一 部 の 漢語 名 詞 は
,日 本 語 で は スル と共 起 して 動 詞 と しての機能 も持

っているが,韓 国語 で は 「δト可 」 とは共起 で きな く名詞 としての機能 し

か持 っていない。 また逆の場合 もある。 この相違 か ら(45)(46)の よ うな

用 法 上 の相 違 が 見 られ る。

(45=5)

(4s}

j.エ ン ジ ンが 雌 。[辞]

k.*(覗 苓lo1古女障(」 てな)司 ・じ1.

k'.(り1で1。1故 障 しトじト

k.し1491i'1ド}♀ 同 鳶14÷ 到 想 言ト吐

j。*国 と民 族 の た め 一 身 を羅 。

j'.国 と民 族 の た め 一 身 を犠 牲幽 。

(45)の 「故 障 スル」 の スル形 に対 して,「 故障 糾 叫 」 とい うo}Ll.形 は

存在 せず,「 故 障(。Dし トじ1・」 とい う別 の動 詞 句 が 対 応 してい る。 また,

逆 の 例 と して,(46)の 「犠 牲 さ国 ・」 のo}-L}一形 に対 して 「犠 牲 ス ル」 と

い うス ル形 は存在せず,「 犠 牲 に/と なる」 とい う別 の 動 詞句 が対 応 して
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い る。次の ような例が挙 げ られる。

(47)影 響 ス ル/*δ1「ト,孝 行 ス ル/*言}可,落 葉 ス ル/*さ 叫,邪 魔 ス ル/*言1可,

上 下 ス ル/*δ!じ1,勝 負 ス ル/*δ 桝,成 人 ス ル/*δ1し1,帰 趨 ス ル/縮1可,

難 航 ス ル/*言}叫,前 提 ス ル/*言 国 ・,中毒 ス ル/*言1叫

(48)同 学*ス ル/δ回,殺 人*ス ル/δ国,犠 牲*ス ル/言叫,内 外*ス ル/右1可,

同 業*ス ル/さ国,安 静*ス ル/司4,煙 製*ス ル/言国,麻 酔*ス ル/さlul

(49)用 意 ス ル/*?δ!qr信 仰 ス ル/*?δ 叫,受 験 ス ル/*?6叫

(47)は 日本 語 で は漢 語VNで あ るの に対 して韓 国語 で は漢 語 名詞の場

合であ る。(48)は 韓 国 語 で は漢語VNで あ るの に対 して 日本 語 で は漢語

名 詞 の場 合である。(49)は 韓 国 の辞 書 で は漢語VNと して登 録 され て い

る が,「 用 意 δ国 ・」 「信 仰 言}叫 」 「受 験 δト叫 」 の よ うな 糾 可 形 の用法は

ほ とん ど見 られ ない場 合で あ る。 これ らは名詞 としての用法 が 中心 で,

(47)に 接 近 して い る漢 語 で あ る。

両 語 の この ような相違 は,第2節 の 「能 動形 と受 動形 」r第3節 の 「動

詞 と形 容 詞」 と違 って,体 系 的 に捉 え に くい面 が あ る。 森 田(1994)に,

中 国 の留 学 生 が見 せ た 「*同学 ス ル」 「*殺人 ス ル」 の よ うな誤 用 例 が 載 っ

て い る。 これは上記の例 か ら分 か る ように,韓 国 人 留 学 生 も起 こ し うる

誤 用 で あ る。

両語の この ような相違 には,漢 語VNと スル また は δト可 との 共起 如 何

も関 係するが,両 語 と漢 語 との 関 係,す なわ ち 「言 語 接 触 」 「借 用 」 とい

った言語 の外側 の側面 とも関係が ある と思 われ る。本稿 では,統 語 範 疇

を異 にす る語 を提 示 す る だけ に とどま り,そ れ らの 検 証 は他 の論 文 に譲

りたい。

5お わりに

本稿では,日 本語 と韓国語の 「漢語VNス ル」 と 「漢語VNδ ト叫 」

の対応 に見 られる三つの統語範躊の相違を取 り上げた。考察の結果 を纏

めると次のようになる。

第2節 では,「 能動形 と受動形の対応」 を取 り上げた。能動形のスルに

対 して韓国語は能動形の 「δ国 一」 と受動形の 「戯 叫」の2種 類の接辞

が対応 していることは,ス ルが有する意味特徴,す なわち 「非能格性」
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と 「非対格性」 に よる もの と論 じた。

第3節 で は,「 動 詞 と形 容 詞 の 対 応」 を取 り上げた。韓国語の場合,状

態 性 を帯 び て い る漢 語 が 形容 詞 にな りやすいの は形容 詞の派生が動詞 と

同 じく尋[}・形 を取 り,そ の 派 生 が 隣接 して い るか らで あ る。 日本語の漢

語 形容 動詞 は名詞寄 りの 活用 を しているの に対 して,韓 国語 の 漢 語 形 容

詞 は動 詞 寄 りの活用 を しているこ とも合わせて論 じた。

第4節 で は,「 動 名 詞 と 名 詞 の 対 応 」 を取 り上 げ た 。 これ は ス ル

と δト叫 との共起 関係 だけでは な く言語接触 といった言語 の外側の側面 と

も関係がある と論 じた。

本稿 での考 察で,両 語 の 漢 語 動 詞 の 用 法 に跨 っ て い る問題 お よびそれ

が両語の どうい う側 面 と関わ っているのかは明 らかになった と思 われる。

しか し,詳 しい検 証,分 析 な どは残 され て い る。 今 後 さらなる解 明 に取

り組んでい きたい。

注

1日 本 語 の主格助 詞 ガに当 た る助 詞で,先 行音 節が 母音 で終 わ る と 「ソト」,子

音で終 わ る と 「01」 が対応す る。 ガ とその用法が必 ず しも一致 す る もので は

ない。

2日 本語 の対 格助詞 ヲに当 た る助詞 で,先 行音 節が母 音 で終 わ る と 「i!社」(縮

約形 は 「己 」),子 音 で 終 わ る と 「6,;」 が対 応 す る。 ヲ とその 用

法が必 ず しも一致 す る もの では ない。

3例 えば,『 日本 語基本 動 詞用 法辞 典』 に載 ってい る基本 動詞728語 の うち,

二字漢 語 ス ルは165語 で,全 体 の22.7%を 占め てい る。 これに対応 す る二

字 漢語 司・し1一は144語 で,87.2{%の 害lj合であ る。 また,「 菊 と刀 』 の 日本語

訳版(1972>と 韓 国語訳 版(1991)の 「第9章 」 を調 べ てみ た結 果,漢 語 ス

ルは122語 ,こ の訳 語 となる韓 国語動 詞 の うち二 字漢 語 尋[}・ は114語 で,

93,4%の 割 合で あ った。

4こ の問題 につ いて は別稿 を準備 して いる。

5韓 国語の受 身接辞 に関 してはサ(2002)を 参照 され たい。

6Lyons(1977)は,「 動 作 主」(agent>を 「自分 の意 図 で,自 力 で 自身あ るい

は他 の個 体 の 属性 ・位 置 の 変化 を引 き起 こせ る有情 の個 体 」 と定 義 して い

る。

7こ の 分類 はPerlmutter(1978)か ら本 格化 した。 日本 では影 山(1993)以 降

多 く取 り上 げ られて い る。 韓国 で は この分類 の妥 当性 は認 め なが ら,形 容詞

が 含 まれ る こ とか ら 「行 為性 自動 詞」 と 「非 行 為性 自動 詞」 に分け る研 究 も
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8

9

10

11

12

あ る。

サ(1999)で は,日 本 語 にお け る非 対格 自動 詞 は寺村(1982)で の 「相 対 自

動 詞」,早 津(197>で の 「有対 自動詞 」 とほぼ一致す る と見倣 してい る。 し

か し,研 究 者 に よって は,「 行 く」 の よ うな 「無対 自動 詞 」 を非情 物 主語 が

可 能 であ る こ とか ら 「非 対 格 自動 詞」 に分類 す る場 合 もあ る。 定義 を含 め,

よ り厳密 な分類基 準が必 要で ある と思 われ る。

認識 の主 体 をも う一 つの 主語 と して立 て るに して も,そ の主 語の意 味役割 は

「動 作主 」で は な く,「経 験者 」 に なる。

森 田(1994:260)に よる と,『 岩波 国語辞 典』(第 二版)で は,自 他 両用 動詞

が 全体 の4」7%を 占め てい る。

「x匡}司 し1・」 は受 身文 と同 じ文 構 造 をなす に も関 わ らず,「*べ1鷲u}」 と

い う対応 す る他動 詞が ないた め,自 動詞 扱 い されて い る。 しか し,「 壁・じ}・」

「塾司 叫 」 とい う対 応 が成 り立 つ ため,2次 派 生 の受 身形 と見倣 す 。形 態

的 に も受 身接 辞 「司 」 が 含 まれ,統 語 的 に も他 の 受 身文 と平 行 して い て,

また受 身の意味 合い を帯 びて いる。

「引 刈 苦 恐1(内 的 充 実)Cs;'.玉'1尋 可 」 「喜 釜}'(混雑)G,'_遡 言トオlalb」

「ユ 柱 辟到 型斗(幸 福)/ぐ レ甘(健 康)名 創 司 」 「ユ 骨 ス}そ 楽 道(混

乱)要 鰍 叫 司・」 の よ うに,形 容 詞 語幹 で あ りなが ら,単 独 で名 詞形 と して

使 われ る漢語 もある。 日本語 の形容 動詞 に類似 した用法 であ るが,こ の よ う

な類 の漢 語 は別 の考察 が必 要で あ る と思 わ れ る。
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